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⑦ 斗南藩史跡地

⑥ 斗南藩士上陸の地

④ 柴五郎一家居住跡

③ 円通寺

② 招魂碑

⑤ 斗南藩墳墓の地

① 徳玄寺

斗
南
藩

  
ゆ
か
り
の
史
跡

① 徳
と く げ ん じ

玄寺
容大公の食事や遊びの際に利用されたり、ま
た斗南藩重臣の会議場ともなったお寺です。

② 招
しょうこんひ

魂碑
明治 33 年８月、円
通寺の境内に会津藩
士の招魂碑が建てら
れました。碑面は、
斗南藩主松平容大公
の揮ごうで、碑文は
会津藩士族南摩綱紀
博士の撰によりま
す。 ③ 円

え ん つ う じ

通寺
斗南藩の仮館として藩庁が置かれ、斗南藩
校日新館が開かれた場所。容保、容大両公
が起居を共にしており、容大公愛玩の布袋
像などが保存されています。

④ 柴
し ば ご ろ う い っ か

五郎一家 居
きょじゅうあと

住跡・顕
け ん し ょ う ひ

彰碑
柴五郎とその一家が、明治４年から間借り住
まいしていた所です。付近には、柴五郎の兄、
五三郎が仮住まいしていた呑香稲荷神社があり、
その奥に市内の有志が斗南藩移住 150 年を記念
して建立した顕彰碑があります。

⑤ 斗
と な み は ん

南藩 墳
ふ ん ぼ

墓の地
ち

斗南ヶ丘（現最花地区）で
唯一生き残った嶋影家や斗
南會津会の人々が建てた碑が、わずかに残ってい
る会津人の墓碑をあたたかく見守っています。

⑥ 斗
と な み は ん し

南藩士
　 上

じょうりく

陸の地
ち

明治３年、新潟から海路をたどって藩士達が上陸
した地のひとつが大湊大平浦（現大湊新町）です。
石碑は会津鶴ヶ城の石垣に使用されている慶山石
を用い、会津若松市を望む方角に設置されていま
す。碑文の揮ごうは会津松平家第 13 代当主松平
保定氏によるものです。

⑦ 斗
と な み は ん し せ き ち

南藩史跡地
斗南藩が計画、整備した斗
南ヶ丘市街地の一角です。
昭和 11 年 10 月の秩父宮
両殿下の下北御巡遊の際、

この地を訪れたことを記念し、昭和 18 年 7 月、
会津相携会（現斗南會津会）がゆかりの地斗南ヶ
丘に記念碑を建立。付近には、斗南藩士移住当時
の井戸や土塀跡などがあります。

６ 至むつ市

旧尻屋小学校●

尻屋漁港 尻屋漁港方面へ
向かうと墓地が
見え、そこの横
道へ入り、グラ
ウンドのバック
ネット脇の道を
進むとあります。

●

⑨ 尻屋埼灯台

⑧ 感恩碑

東通村尻屋地区

⑧ 感
か ん お ん ひ

恩碑
昭和 11 年 10 月
21 日の秩父宮両
殿下のご巡遊を
記 念 し、 尻 屋 地
区の有志が建立。

⑨ 尻
しりやざきとうだい

屋埼灯台
尻屋岬周辺の海域は、航海の難所として恐れられて
いました。尻屋埼灯台は、明治４年に斗南藩の設置
運動により同 6 年に起工し、同９年に竣工されたも
ので、我が国最古の洋式灯台のひとつです。

田名部代官所跡
（現 :代官山公園）

大湊港

田名部川



　会津藩は、表高 23 万石を誇り、独自の伝統文化に華を咲かせていた。また、

尾張・紀伊・水戸の徳川御三家に次ぐ家柄で、葵の紋を許された奥羽の雄藩

でした。嘉永 6 年 (1853)6 月 3 日に浦賀へペリーが来航した前年に、会津

藩では藩主が松平容保 ( かたもり ) 公が九代藩主を継ぎます。

　ペリー来航を契機に国内では世情騒然となり、佐幕派と倒幕派が対立する

中、文久２年 (1862)8 月、容保公は幕府の命を拝し、京都の治安維持のため

京都守護職に就任する。同 12 月容保公は上洛し、会津藩兵千余人を率いて

攘夷運動が激化し、無法地帯と化した京都で治安維持に努め、孝明天皇はも

とより一般庶民からも厚い信頼を受けていました。公武合体の第一線に立っ

て職務を全うしたものの慶応 3 年 (1867)10 月に大政奉還、同 12 月に王政

復古の大号令が発せられ、5 年にわたる京都守護職を解任されます。

　しかし、薩長両藩を主軸とした新政府は、自らの威令を浸透させるためにも、

旧幕府を戴く会津藩を潰滅させようと画策します。こうして、会津藩と新政

府との戦いの火ぶたが切って落とされました。慶応 4 年 1 月 3 日の鳥羽伏見

の戦い・戊辰戦争である。

　戊辰戦争に敗れた会津藩は、天皇及び幕府に対する厚い忠誠の念にもかか

わらず、「朝敵・逆賊」の汚名を着せられ廃藩となりました。崩壊を余儀なく

された松平家ではありましたが、幸いにも明治 2 年 (1869)6 月 3 日に、会

津若松御薬園にて会津藩主松平容保嗣子慶三郎 ( 容大 ) が誕生する。その後、

1 年 1 ヶ月余りで家名再興を許され、生後 5 ヶ月の容大公が後を継ぎ、斗南

藩 3 万石を立藩する。斗南藩の誕生である。

　しかし、容大公は幼令であったため権大参事の山川浩が新藩斗南藩の全責

任を負い新領地を治めることになった。会津藩 23 万石からわずか 3 万石に

削封された斗南藩人達は、こうして北奥の斗南藩領へ新天地を開く苦難の陸

路・海路の移住生活をすることになった。

斗 南 藩 の 誕 生

※ 1 ※ 2

※ 3

※ 4

※ 5

※ 6 ※ 7

※ 8

松 平  容
か た

 大
は る

　9 代当主容保の長子で、幼名は慶三
郎。明治 2 年（1869）に家名再興が
許されたため、生後わずか 5 ヵ月で
松平家 11 代を継ぎ、陸奥国斗南藩主
となり、のちに元服し、名を容大と
改めた。

斗南藩主松 平  容
か た

 保
も り

　尾張徳川家の分家にあたる高須藩 3
万石の松平義建の六男として生まれ
る。8 代藩主松平容敬に嫡男がいな
かったため、12 歳のとき養嗣子とし
て迎えられ、18 歳の若さで 9 代目当
主となる。

会津藩主

柴   五 郎
　会津藩上級藩士の五男として生ま
れ、明治 3 年 12 歳のときに斗南藩へ
移封される。のちに上京し、義和団
事件などで活躍。大正 8 年に陸軍大
将となる。　
　　　　　写真提供：会津武家屋敷

陸軍大将山 川  浩
　若い頃から「会津の知謀」として
名高く、幼主松平容大を戴いて新生
斗南藩の執行職として全責任を担っ
た。数々の困難に対し、皆の先頭に
立って活躍した。

斗南藩権大参事

※ １ 幕 府 の 補 佐 役、 幕 府 側　 ※ ２ 幕 府 を 倒 す た め の 政 治 的 な 運 動　 ※ ３ 京 都 の 治 安 維 持 等 の た め の 江 戸 幕 府 の 役
職　※４幕府に反対し外国勢力を追い払う運動　※５朝廷と幕府の提携で政局の安定を意図した政治運動　※６政権を朝廷
に 返 上　 ※ ７ 武 家 政 治 を 廃 止 し 天 皇 に よ る 君 主 政 治 に 戻 す　 ※ ８ 薩 摩 藩（ 鹿 児 島 県 ） と 長 州 藩（ 山 口 県 ）　 ※ ９1868 年（ 
戊辰の年）に始まった倒幕派と旧幕府軍との戦争　※ 10 あととり、よつぎ

※ 9

※ 10



斗 南 藩
そ の 苦 難 の 軌 跡 。

　

こ
れ
は
会
津
人
た
ち
の
新
た
な
血

と
涙
と
苦
汁
の
日
々
の
は
じ
ま
り
で

し
た
。

　

明
治
三
年
（1870

）
春
。
淡
い

希
望
と
深
い
悲
壮
感
を
胸
に
、
移
住

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
海
路
を
と
っ

た
第
一
陣300

人
は
、
品
川
を
出

港
。
以
後
続
々
と
蒸
気
船
で
北
上
が

は
じ
ま
り
、
大
平
や
野
辺
地
、
八
戸

北
の
地
へ
の
移
住

な
ど
に
入
港
、
そ
こ
か
ら
入
植
地
の

村
々
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。
一

方
陸
路
で
移
転
し
た
者
た
ち
は
、
悲

惨
な
旅
路
で
あ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

宿
泊
に
難
色
を
示
す
旅
籠
も
多
く
、

ま
た
晩
秋
の
こ
と
で
、
み
ぞ
れ
ま
じ

り
の
寒
さ
に
死
者
も
多
数
に
の
ぼ

り
、
自
殺
行
為
に
等
し
い
も
の
で
し

た
。

　

入
植
先
で
の
生
活
も
ま
た
、
目
を

覆
う
ほ
ど
き
び
し
い
も
の
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
一
人
一
日
三
合
の
扶
持
米

は
保
証
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
産

米
に
南
京
米
を
混
ぜ
た
粗
悪
な
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
流
れ
着
い
た
海
藻

を
干
し
て
棒
で
叩
き
、
木
屑
の
よ
う

な
粉
に
し
て
鍋
で
煮
て
ふ
や
か
し

た
「
御
し
め
」
と
呼
ば
れ
る
粥
で
飢

え
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。
で
ん
ぷ
ん
を

作
っ
た
り
、
松
の
木
の
白
皮
を
食
べ

た
り
農
家
の
残
飯
を
漁
っ
た
り
し
た

と
言
い
ま
す
か
ら
、
飢
餓
地
獄
そ
の

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
冬
に
入
る

と
餓
死
や
凍
死
、
栄
養
失
調
な
ど
で

死
者
が
続
出
し
ま
し
た
。

函
館

五
戸 八
戸

盛
岡

仙
台

福
島新

潟
若
松

野辺地

（
江
戸
か
ら
）

（
江
戸
か
ら
）

田名部

斗南への移住経路

　

お
よ
そ
、2800

戸
、17300

人

余
り
が
移
住
し
て
い
ま
す
が
、
藩
が

ま
ず
手
が
け
た
の
は
山
川
浩
を
参
事

に
す
え
、
五
つ
の
局
を
組
織
し
て
の

機
構
整
備
で
し
た
。
ま
た
、
旧
藩
時

代
の
家
禄
や
身
分
制
を
廃
止
、
特
筆

す
べ
き
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
の
廃

刀
令
や
戸
籍
の
作
成
な
ど
、
新
し
い

時
代
を
に
ら
ん
だ
施
政
を
行
っ
て
い

新
時
代
を
見
据
え
た
施
政

ま
す
。
ま
た
、子
弟
教
育
も
怠
ら
ず
、

藩
庁
が
置
か
れ
た
円
通
寺
に
斗
南
藩

校
日
新
館
を
開
校
し
た
ほ
か
、
領
内

各
地
に
分
校
に
あ
た
る
郷
学
校
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
安
渡
と

大
平
を
合
併
し
た
大
湊
を
東
北
の
長

崎
と
位
置
づ
け
、
将
来
日
本
の
開
港

場
と
す
る
壮
大
な
構
想
も
視
野
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。

　

街
づ
く
り
に
も
着
手
し
、
田
名
部

郊
外
の
妙
見
平
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
地

帯
を
開
墾
し
、
大
平
地
区
に
は
松
ヶ

丘
に
30
棟
の
長
屋
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
、
こ
う
し
た
入
植
地
に

移
住
で
き
た
の
は
ほ
ん
の
一
握
り

で
、
ほ
と
ん
ど
の
藩
士
と
家
族
は
、

扶
持
米
を
頼
り
に
細
々
と
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
。

新
た
な
街
づ
く
り

斗南藩庁組織図
藩知事

権大参事

権少参事

史書・使童
公用人・史生

司
教
局

司
民
局

会
計
局

監
察
局

刑
法
局

文
武
の
諸
料
を
総
監
し
、
人
材
を
養
い

国
器
を
成
さ
し
む
る
こ
と
。

戸
籍
・
租
税
・
堤
防
・
水
利
・
恤
貧
・
養

老
及
び
寺
社
・
駅
逓
の
事
を
総
判
す
る
。

金
穀
・
出
納
・
秩
禄
・
用
度
・
営
繕
等
の

庶
務
を
総
判
し
、
及
び
天
産
を
開
き
、
人

巧
を
尽
く
さ
し
め
、
富
国
の
基
を
立
る
。

政
事
の
得
失
、
人
心
の
向
背
諸
国
の
不

正
を
察
し
、
非
違
を
糾
弾
す
る
。

法
を
執
り
、
律
を
守
り
、
獄
訟
を
鞠
し
、

刑
名
を
定
む
る
。



　

本
格
的
な
農
業
対
策
は
、
明
治

四
年
の
春
、
雪
解
け
を
待
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
開
墾
と
養
蚕
を
す

す
め
、
藍
、
茶
、
煙
草
、
甘
藷
、

蜜
柑
の
類
ま
で
栽
培
さ
せ
、
鋳
物

の
鋳
造
、
瓦
、
煉
瓦
の
製
造
、
漆

器
細
工
、
製
紙
、
機
織
、
畳
な
ど

の
手
工
業
も
奨
励
し
て
い
ま
す
。

産
業
へ
の
取
り
組
み失

敗
に
終
っ
た
作
物
、
産
物
も
あ

り
ま
し
た
が
、
茶
や
甘
藷
は
相
当

の
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
先
住
の
百
姓
で
さ
え

手
を
焼
く
や
せ
た
土
地
で
の
苦
労

は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

　

明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
が

行
わ
れ
ま
す
。
九
月
に
は
斗
南
、

七
戸
、
八
戸
、
黒
石
、
館
の
五
県

が
弘
前
県
に
合
併
さ
れ
て
し
ま

い
、
翌
年
に
は
政
府
の
援
助
も
打

ち
切
ら
れ
、
さ
ら
に
ど
ん
底
の
生

活
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
生
活
の
破
綻
と
時

度
重
な
る
苦
難

代
の
移
り
変
わ
り
に
翻
弄
さ
れ
、

多
く
の
藩
士
が
斗
南
を
去
り
ま
し

た
。
明
治
六
年
に
は
扶
持
米
の
打

切
り
と
転
業
資
金
の
交
付
が
あ
っ

た
た
め
藩
士
の
転
出
に
拍
車
が
か

か
り
、
こ
の
地
に
残
っ
た
の
は
お

よ
そ
五
〇
戸
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

斗
南
藩
の
治
世
は
わ
ず
か
一
年

余
り
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
津
人
の
先
見
の
明
と
、
一
徹
な

ま
で
の
姿
勢
は
、
物
心
両
面
に
お

い
て
む
つ
市
を
は
じ
め
と
す
る
こ

の
地
方
に
残
し
た
功
績
は
実
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

斗
南
藩
士
が
残
し
た
も
の

大間

尻屋崎佐井
大畑

川内

安渡
（大湊）

脇野沢

十和田湖

野辺地

田名部

横浜

①

②
③

八戸
五戸

三戸
田子

青森

斗南ヶ丘

小
川
原
湖

斗南藩領

斗南藩領

八戸藩領

七戸藩領

陸奥湾

安渡湾
（大湊湾）

斗南藩領有地

斗 南 の 由 来
　

一
説
に
は
、
中
国
の
詩
文
の
中

に
あ
る
「
北
斗
以
南
皆
帝
州
」
か

ら
と
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

北
の
辺
境
に
流
さ
れ
て
き
た
が
、

こ
こ
も
天
皇
の
国
に
変
わ
り
は
な

く
、
共
に
北
斗
七
星
を
仰
ぐ
民
で

あ
る
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す

が
、
望
郷
の
思
い
と
、
い
つ
か
は

南
に
帰
り
た
い
と
い
う
願
い
が
秘

め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

　

も
う
一
つ
の
説
は
、「
南
斗
六

星
」
を
語
源
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
北
斗
七
星
に
対
し
て
つ
け

ら
れ
た
呼
称
で
あ
り
、
射
手
座
の

中
央
部
を
指
し
ま
す
。
こ
の
星
座

を
よ
く
見
る
と
、
射
手
が
永
久
に

放
た
れ
る
こ
と
の
な
い
矢
を
隣
の

さ
そ
り
に
む
け
て
い
る
よ
う
で

す
。
も
ち
ろ
ん
さ
そ
り
は
薩
長
藩

閥
政
府
を
、
射
手
は
会
津
藩
を
象

徴
し
て
お
り
、
当
時
の
会
津
人
の

心
境
が
ぴ
っ
た
り
と
重
な
り
合
い

ま
す
。

もっと斗南藩
① 三沢市先人記念館
　日本初の民間洋式牧場を開設した斗南藩
少参事であった廣澤安任をはじめ、地域の
発展に尽力した人々を顕彰する記念館。

【場　　所】三沢市谷地頭 4-298-652
【問い合せ】0176-59-3009

② 白虎隊供養碑
観福寺境内にある悲運を遂げた白虎隊士の
供養碑で、会津飯盛山の供養塔よりも古い
明治４年の建立で、日本最古のもの。

【場　　所】三戸郡三戸町大字同心町字熊の林 6-2
【問い合せ】0179-22-2272

③ 杉原 凱の墓
　旧会津藩士で、藩校日新館の学館長を務
めた杉原凱の墓。杉原は、明治 4 年に三戸
に移り、この地で病没したが、師と仰ぐ門
人達によって三戸大神宮境内に建立された。

【場　　所】三戸郡三戸町大字同心町字諏訪内 43
【問い合せ】0179-22-2501



釜
か ま ふ せ や ま

臥山と斗南藩

　

会
津
人
は
、誰
が
言
う
で
も
な
く
、

陸
奥
湾
を
猪
苗
代
湖
に
、
釜
臥
山
を

故
郷
会
津
の
磐
梯
山
に
見
立
て
、
斗

南
磐
梯
と
よ
ん
で
墳
墓
の
地
を
偲
び

ま
し
た
。
船
上
か
ら
、
陸
路
か
ら
だ

ん
だ
ん
見
え
る
こ
の
景
色
に
励
ま
さ

れ
て
藩
士
・
家
族
達
は
、
新
た
な
希

望
に
奮
い
立
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
明
治
３
年
に
先
発
の
藩

士
達
が
は
じ
め
て
田
名
部
に
到
着
し

た
際
に
は
、
住
民
達
が
軒
先
に
提
灯

を
吊
し
、
敬
意
を
表
し
て
迎
え
た
と

い
わ
れ
、
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

斗
南
藩
の
ま
ち
づ
く
り

　

斗
南
藩
が
市
街
地
を
建
設
し
た

の
は
、
田
名
部
川
の
流
域
に
開
け

た
平
野
を
は
さ
み
田
名
部
の
町
に

相
対
し
た
妙
見
平
と
呼
ば
れ
る
丘

陵
地
帯
で
し
た
。
領
内
の
開
拓
拠

点
と
な
る
こ
と
を
夢
見
た
こ
の
開

墾
適
地
は
、
藩
名
を
と
っ
て
「
斗

南
ヶ
丘
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
街
地
は
１
戸
建
約
30
棟
・
２
戸

建
約
80
棟
か
ら
な
り
、
東
西
に
大

門
を
建
築
し
て
門
内
の
乗
打
ち
を

禁
止
し
、
18
ヶ
所
の
堀
井
戸
を
つ

く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
番
町
か

ら
六
番
町
ま
で
の
大
通
り
に
よ
っ

て
屋
敷
割
り
さ
れ
、
１
屋
敷
を
百

坪
単
位
と
し
て
土
塀
を
巡
ら
せ
て

区
画
し
ま
し
た
。

斗南ヶ丘市街建設計画図

1 戸建

2 戸建

堀井戸
※本略図には 13 ヵ所の井戸が書かれてあ
るが、実際には 18 か所の井戸があった

秩父宮両殿下御成記念碑
※斗南藩史跡地内

県道
※昭和７年開通

容大公と容保公

　明治２年６月に、会津若松の御薬園で誕生した斗南藩主松平容大公は、幼くして斗南藩

知事に任ぜられました。明治 3 年 9 月２日の出発儀式後、籠におさまり午前猪苗代を出

発し、21 日間かけて 9 月 22 日、当初藩庁が置かれた五戸へ到着、仮寓し、田名部へ藩

庁を移したことに伴い、明治４年２月 18 日に田名部の地に入りました。藩庁の仮館となっ

た円通寺では、政務を行い、徳玄寺を食事や遊興の場としていました。

　藩知事とはいえ、年端もゆかない幼君であり、実際の政務は山川権大参事をはじめとす

る家臣達によるものでありましたが、陽春を迎える頃には家臣達の差配により、移住者達

の激励、志気高揚のため、下北半島内の領内巡行に出向いています。

　容保公は家名再興後も謹慎の身でしたが、明治４年３月 14 日には斗南藩へ預替えとな

り、養子の喜徳とともに、東京から函館、佐井を経由し同年７月 20 日、円通寺に到着し

ました。円通寺では、幼い容大公が父である容保公を出迎え、多くの家臣達が感涙にむせ

んだといいます。容保公と容大公にとっては、これが親子の初対面であったといわれ、二

人は、喜徳とともに約１ヶ月の間、親子水入らずの日々を過ごしましたが、政府からの上

京命令により、同年８月 25 日、斗南を後にしています。

　この地を去るにあたり、容保公は、容大公の御名で布告（松平容大公書翰）を出してい

ます。大意としては「このたび東京へ召喚され、皆と苦労をともにできないのは耐え難い

が、公儀の思し召しでありやむを得ない。これまで幼齢でありながら重職を奉じおとがめ

も受けなかったことは、皆が苦難に堪え、奮励したおかげだと喜んでいる。この先も益々

（天皇の）御趣意に遵って、身を削り、心を配して、（天皇の）限りない恩に報いることが

私の望みである」という内容になっていますが、幕末から長年にわたる藩士の艱難辛苦の

責を詫びる思いと、天皇を仰ぐ忠実な臣民であるとの訴えが読みとれます。

松 平 容 大 書 翰 　 向
こ う よ う し ょ

陽 處  蔵 （ 大 間 町 ）

至 最花

至 田名部

釜 臥 山



斗南藩史略年譜

年 代 西 暦 事 　 　 跡

明 治

　 元 1 8 6 8 会津藩主松平容保、若松城開城降伏。

　 2 1 8 6 9 容保の長男・容大誕生。
新政府、当時生後５ヶ月の容大に特旨を以て家名を再興させ、
３万石を下賜。

　 3 1 8 7 0 藩名を「斗南」と決定。
旧会津藩士とその家族、新天地斗南へ移住。
田名部郊外妙見平を斗南ヶ丘と改め、新市街地の建設を図る。

　 4 1 8 7 1 容大公、田名部に到着。
廃藩置県が行われ、斗南県と改称。
容保公、田名部に到着。
容保・容大の両公が東京へ帰還。
斗南、七戸、八戸、黒石、館の五県を弘前県に合県。

姉妹都市

福島県会津若松市
昭和 59 年 9 月 23 日締結

　戊辰戦争の敗北によって、この地
に 移 封 さ れ た 会 津 藩 士 と そ の 家 族
達。その子孫が多いことから、かつ
ての城下町として名高い会津若松市
との新たな交流が持たれています。　　
写真提供・会津若松市

むつ市
MUTSU CITY

〒 035-8686
青森県むつ市中央一丁目８番１号
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